
乳幼児期の子育てにおいて大人が気をつけ

ること④～「抱っこ」の大切さ～ 

 先月号で「子どもの求めには基本的に応え

てあげていい」というお話をしましたが、子

どもが求める最たるものの一つが「抱っこ」

です。最近では「アタッチメント」とも呼ば

れますが、乳幼児にとって特定の人との愛着

形成は極めて大切で、そのアタッチメントの

基本とも言えるのが「抱っこ」です。抱っこ

を通して子どもは「大切な人に守られている

（愛されている）」ことを自然に感じ取って

安心し、そして安定して育っていきます。 

 抱っこするに際して特に意識していただき

たいことが2つあります。①抱っこは短時間

でいいので毎日してあげてください。そして

抱っこを求めてくる限りは、たとえ小学生に

なっても抱っこしてください。抱っこを長時

間することは疲れるものですが、子どもが求

めてくる限り短時間でいいので応えてあげて

ください。そして②抱っこした時に「大好き

だよ」「生まれてきてくれてありがとう」と

いうような声を添えてほしいのです。それだ

けで子どもたちの生きる力が育まれます。        
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年間主題『ともにつむぎだす～希望の中で～』 

主題聖句：キリストはおいでになり、遠く離れているあなたがたにも、また、近くにい

る人々にも、平和の福音を告げ知らせられました。            

新約聖書 エフェソの信徒への手紙２章１７節 

８月主題『ゆったりと』 

主題聖句：わたしは雲の中にわたしの虹を置く。  創世記9章13節 

☆ ０歳児：神さまや周りの人たちに愛されていることを全身で感じる。栄養や休息を

たっぷりとり、安定したリズムの中で心も身体もゆったり過ごす。様々な物に触れ

五感をたっぷり使う。(保育者は)熱中症や感染症に注意し、ゆったりとした時間の流

れを子どもと楽しむ。 

☆ １～２歳児：神さまや周りの人たちに愛されていることを感じる。友だちと一緒に過ご

すことを喜び楽しむ。夏の自然を五感で感じる。(保育者は)熱中症や感染症に注意しなが

ら、ゆったりと時間を使って一日を楽しめるようにする。 

☆ ３歳児：どこにいても共にいてくださる神さまに信頼して祈る。いつもとは違う人

との関わりや環境を通して興味関心が広がる。暑さや涼しさ等を感じながら、夏な

らではの経験をする。(保育者は)熱中症や感染症に留意し、水分や休息を取りながら

ゆっくり過ごす。 

☆ ４～５歳児：自分取り巻く世界を知り、つながりを感じ、平和に過ごしていること

を神様に感謝し互いに祈る。普段とは違う生活や自然に触れ、感じたり考えること

を通して新たな関心が芽生え遊びが広がる。ゆったりとした時間の中で家族や保育

者と絵本や物語を楽しむ。(保育者は)保育者自身も自分と周りの世界のつながりを

知り、神様への祈りをたずさえながら過ごす。 


